
　　大飯発電所２号機の出力降下（制御棒位置偏差大警報発信）の原因と対策について
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制御棒位置指示※１

ステップカウンタ表示※２

※１：制御棒位置指示
　検出コイルで制御棒位置指示を検出し、
指示計とプラントコンピュータに信号を伝送
し、制御棒位置を表示するもの。

引き抜き・挿入操作（信号）

※２：ステップカウンタ表示
　制御棒駆動装置制御盤からの制御棒引き
抜き・挿入操作信号をカウントして表示する
もの。
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上から見た制御棒クラスタ配置図

制御棒駆動および制御棒位置検出概要図
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発生時の概要

「制御棒位置偏差大」の警報発信

・停止グルーフバンクＤの４本の
　制御棒のうち、１本の制御棒
　位置と、残りの３本の制御棒
　位置の偏差が大きい

・停止グループバンクＤの４本の
　制御棒のうち、１本の制御棒
　位置とステップカウンタとの

　偏差が大きい
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推定原因

制御棒駆動軸

クラッド

駆動機構の摺
動面にクラッド
が付着し、摺
動抵抗が増加

制御棒駆動装置（引き抜き時）への影響

対　策
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冷却材中のクラッド

配管等表面付着クラッド

クラッドの発生（１次冷却材系統）

 剥離 溶解

 配管等の母材

制御棒駆動装置

制御棒の動作状況（コイル電流波形）：異常なし
制御棒駆動軸

点検結果

ヒューズ、配線等：異常なし上げｺｲﾙ

可動つかみｺｲﾙ

固定つかみｺｲﾙ

クラッドの制御棒駆動装置への浸入
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つかみ動作のタ
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制御棒が滑り落ちた

今後の定期検査のプラント起動時に、従来から実施している低温停止状態における制御棒の全挿入・全引き
抜き操作に加えて、新たに高温停止状態においても制御棒の全挿入・全引き抜き操作を行い、制御棒駆動装
置内のクラッドの排出促進を図る。
また、次回定期検査までの間、運転中に行う月１回の制御棒動作確認試験で、停止グループバンクＤのコイ
ル電流波形を採取して、駆動機構がスムーズに動作していることを確認する。
なお、制御棒動作波形観測装置を設置し、高温停止状態における制御棒動作確認時に電流波形を採取して
動作時間を確認することで、駆動機構の動作影響状況を的確に把握していく。
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　資料元：平成９年の美浜発電所クラッド性状調査資料より抜粋
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